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1  本書の策定の背景と目的 
現在 CAD メーカ各社は、IFC のデータ作成機能や表示機能を持つソフトウェアを開

発・販売している。 
「CIM 導入ガイドライン（案）」で利用する IFC の仕様は、「土木モデルビュー定義」

として buildingSMART Japan で策定されている。しかし、IFC データの作成方法や表

示等の確認に係わる機能については規定されていないため、CAD メーカ独自の判断によ

って IFC データの作成や表示機能が実装されている。そのため、表示内容に差異があっ

たり、作成結果がソフトウェアによって異なってしまうという現象が発生する可能性が

ある。このような事態を回避するため、IFC データの表示や作成に係わる機能を検定し、

公表することが求められている。 
このため、本書では、IFC に対応したソフトウェアが実装すべき機能の確認要件を定

め、検定等で利用できることを目的とした。 
なお、本書の対象は、「土木モデルビュー定義」に基づき作成される IFC データに対す

る CAD ソフト、ビューワソフトといった IFC 対応ソフトウェア（以下、「ソフトウェア

等」という）である。 
 

＜IFC について＞ 

IFC（Industry Foundation Classes）は、buildingSMART International（以下 bSI）

が策定した 3 次元モデルデータ形式である。2013 年には IFC の最新バージョンである

IFC4 が ISO 16739:2013 として、国際標準として承認されている。当初は、建築分野で

のデータ交換を対象にしていたが、2013 年には bSI 内に Infrastructure Room が設置さ

れ、土木分野を対象にした検討が進められている。 

平成 29 年度からの CIM 活用業務及び CIM 活用工事では、構造物モデルのデータ交換

形式として（オリジナルファイルに加え）IFC を採用している。 

当面、橋梁、トンネル等の土木構造物としてのクラス定義を含むデータ交換は行えない

が、データの長期再現性や、政府調達（WTO・TBT 協定）を踏まえ、現時点でデータ交

換可能な範囲で国際標準を採用していく。 

 
2  引用規格・基準 
 本書は、以下の規格・基準に基づき、ソフトウェア等の機能要件を定めている。 
 
• IFC 2x Edition3 Technical Corrigendum 1（以下 IFC 2x3） 

http://www.buildingsmart-tech.org/ifc/IFC2x3/TC1/html/index.htm 
• 国土交通省モデルビュー定義（数量情報の連携）2019 
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3  本書の位置づけ 
本書は、ソフトウェアが実装すべき「作成機能」及び「目視確認支援機能」の確認要件

を定めたものである。 
• IFC データ（P21 形式）を作成する「作成機能」 
• IFC データが正しいか目視で確認する「目視確認支援機能」 

 
本章では、CIM 事業におけるソフトウェア等の利用場面と、利用時の留意事項について

示す。 
 

3-1  ソフトウェア等の利用場面 
CIM モデルの納品ファイル形式は、表 1 に示すように「CIM 導入ガイドライン（案）」

及び「CIM 事業における成果品の手引き（案）」において定められている。IFC 対応ソフト

ウェアは、構造物モデルを作成する場面において利用される。 
また、図 1 に示すように、CIM モデルの作成の他に、CIM モデルの更新、活用、統合、

運用において IFC 対応ソフトウェアが利用される。 

表 1 各 CIM モデルの納品ファイル形式 

CIM モデル 納品ファイル形式 

線形モデル LandXML ※2及びオリジナルファイル 

土工形状モデル LandXML ※2及びオリジナルファイル 

地形モデル LandXML ※2及びオリジナルファイル 

構造物モデル IFC2x3※1及びオリジナルファイル 

地質・土質モデル オリジナルファイル 

広域地形モデル LandXML ※2及びオリジナルファイル 

統合モデル オリジナルファイル 

※1 buildingSMART JAPAN「土木モデルビュー定義」（利用可能となった場合は、「土木モデルビュー定義 2018」） 

※2 国土交通省国土技術政策総合研究所「LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準（案）Ver.1.2 平成 30

年 3 月」 
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図 1 CIM モデルの作成、活用の流れ 

【用語補足】 

CIM モデル作成：CIM モデルを新規に作成する。 

CIM モデル更新：前工程で作成された CIM モデルに対し、当該工程での活用用途に応じて、3 次元形状の変更（詳細

度変更を含む）や、属性情報の追加付与などを行う。 

CIM モデル活用：CIM モデルを効果的に利用する。 

CIM モデル統合：複数の設計業務や工事の単位で作成・更新された CIM モデルを、構造物等の管理単位に合わせる。 

CIM モデル運用：CIM モデル作成（更新、統合を含む）及び CIM 活用と、そのための CIM モデルの共有・保管等の

管理全般を指す。 

 
3-2  ソフトウェア等の利用時の留意事項 
本書で規定する「作成機能」及び「目視確認支援機能」の確認要件は、「CIM 導入ガイド

ライン（案）」に記載されている IFC を利用した CIM モデルの作成及び確認するソフトウ

ェアの機能を確認するための要件を定めたものである。 
「CIM 導入ガイドライン（案）」に記述された規定の全てには対応しない。また、「CIM

導入ガイドライン（案）」に記述された内容に従わず作成されたものや受発注者間における

協議事項に対する確認・チェックを支援する機能を示したものではない。IFC 対応ソフト

ウェアの機能の確認であって、作成された IFC ファイルが設計意図通りに作成されている

かどうか確認する手順を示すものではないことに留意されたい。 
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4  基本要件 
本章では、IFC の対象となる基準、ファイル形式、ファイルに保存する場合の数値精度、

対象機能（作成機能及び目視確認支援機能）について示す。 
 

4-1  対象基準 
 IFC 2x3 
 国土交通省モデルビュー定義（数量情報の連携）2019 

 

4-2  ファイル形式 
 ISO10303 -21 に規定されている P21 形式とする。 

 

4-3  数値精度 
 形状の寸法値については、2 次元図面に記載されている寸法値を満たす精度でファイル

に保存する。 

 
4-4  対象機能 

確認の対象となる機能について、以下の 2 つに分類して要件を規定する。 

（1）作成機能 

新規で構造物モデルの形状及び属性を作成する機能、または IFC ファイルを読込ん

でデータを編集し IFC ファイルに書込んで出力する機能。（表 2 参照） 
 

（2）目視確認支援機能 

IFC ファイルを読込んで、画面で表示し目視で確認する支援機能。3 次元表示、2
次元表示、管理情報表示の機能に分類される。（表 3 参照） 

表 2 作成機能の確認要件 

No. 機能名 確認要件 

1 形状データ作成機能 
構造物モデルの形状を作成し、IFC ファイルに書込む機

能を確認する。 

2 属性データ作成機能 
構造物モデルに付加する属性を作成し、IFC ファイルに

書込む機能を確認する。 

3 データ編集機能 
IFC ファイルを読込んで、構造物モデルを変更して IFC
ファイルに書込む機能を確認する 
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表 3 目視確認支援機能の確認要件 

No. 機能名 確認要件 

1 3 次元表示機能 
IFC ファイルを読込んで、構造物モデルを 3 次元形状と

して画面に形状や属性を表示する機能を確認する。 

2 2 次元表示機能 

IFC ファイルを読込んで、構造物モデルを平面図、立面

図、側面図、断面図等の 2 次元形状として画面形状や属

性を表示する機能を確認する。 

3 管理情報表示機能 
IFC ファイルを読込んで、管理情報を画面に表示する機

能を確認する。 
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5  作成機能の確認 
作成機能の確認は、トンネル、橋梁上部工、橋梁下部工等の構造物モデルの作成に必要

な図面等の作成資料（【巻末資料】1 参照）に基づき、構造物モデルを作成し IFC ファイル

を書込むことによって、正しく作成できているか確認を行う。 
 
確認の対象となる機能は、形状データ作成機能、属性データ作成機能、データ編集機能

とし（表 4、図 2 参照）、それぞれについて確認項目、留意事項、確認手順について示す。

なお、確認手順については参考とし、各項目が確認できれば手順は変わっても構わないこ

ととする。 

表 4 作成機能の概要 

No. 機能名 概要 

1 形状データ作成機能 

汎用 BIM ソフトウェアで任意の構造物モデルの形状を

作成、又は橋梁やトンネル等の専用ソフトウェアで設計

情報を入力し構造物モデルの形状を自動的に生成して

IFC ファイルに書込む機能。 

2 属性データ作成機能 

汎用 BIM ソフトウェアで任意の構造物モデルに付加す

る属性を作成、又は橋梁やトンネル等の専用ソフトウェ

アで設計情報を入力し構造物モデルに付加する属性を

自動的に生成して IFC ファイルに書込む機能。 

3 データ編集機能 
構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェア

で読込み込んで、形状や属性の追加・変更・削除して IFC
ファイルに書込む機能。 

 
 

属性データ作成

形状データ作成

データ編集

IFC ファイルIFC ファイル

入力 機能 出力

作
成
機
能

 
図 2 作成機能の流れ 
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5-1  形状データ作成機能 
確認要件 

• 構造物モデルの形状を作成し、IFC ファイルに書込む機能を確認する。 
対象機能の概要 

• 汎用 BIM ソフトウェアで任意の構造物モデルの形状を作成、又は橋梁やトンネル等の専

用ソフトウェアで設計情報を入力し構造物モデルの形状を自動的に生成して IFCファイ

ルに書込む機能。 
確認項目 

• 形状データ作成機能によって書込まれた IFC ファイルについて、下記の点を確認する。 
• IFC2x3 のスキーマに従って作成されているか。 
• 正しい形状で構造物が作成されているか。 
• MVD に従って作成されているか。 

留意事項 

• 構造物モデルの形状を作成する過程については確認の対象としない。書込まれた IFC フ

ァイルが正しいか確認する。 
• IFC2x3 のスキーマに従って作成されているかの判定は、チェックツールを利用して確

認する。 
• 正しい形状で構造物モデルが作成されているかの判定は、CV2.0 認証を受けている BIM

ソフトウェア等を利用して寸法の計測を行って確認する。（図 3～図 5 参照） 
• MVD に従って作成されているかの判定は、IFC ファイルからオブジェクト図をツール

を利用して作成し確認する。（図 6 参照） 
• 敷地に対応している場合は、IfcSite を含む IFC ファイルが作成されているか確認する。 
• 鉄筋に対応している場合は、IfcReinforcingBar の形状を含む IFC ファイルが作成され

ているか確認する。 
• 敷地、建物、建物階の取り扱いは次の通りとする。 
・測地座標系を付加する場合は敷地（IfcSite）を出力すること。 
・建物 (IfcBuilding)を出力すること。ただし、形状データは無くて良い。 
・建物階（IfcBuildingStorey）を出力すること。建物要素代理や鉄筋との関連を持たせ

ること。 
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図 3 寸法の計測例 

 

 

図 4 寸法の計測例 
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図 5 寸法の計測例 
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[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#19)

Dimensions = $
UnitType = .SOLIDANGLEUNIT.

Prefix = $
Name = .STERADIAN.

IfcSIUnit (#18)

Dimensions = $
UnitType = .PLANEANGLEUNIT.

Prefix = $
Name = .RADIAN.

IfcMeasureWithUnit (#17)

ValueComponent [IfcPlaneAngleMeasure] = 0.01745
UnitComponent = {IfcSIUnit}

IfcDimensionalExponents (#16)

LengthExponent = 0
MassExponent = 0
TimeExponent = 0

ElectricCurrentExponent = 0
ThermodynamicTemperatureExponent = 0

AmountOfSubstanceExponent = 0
LuminousIntensityExponent = 0

[IfcNamedUnit] = IfcConversionBasedUnit (#15)

Dimensions = <IfcDimensionalExponents>
UnitType = .PLANEANGLEUNIT.

Name = "DEGREE"
ConversionFactor = <IfcMeasureWithUnit>

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#14)

Dimensions = $
UnitType = .VOLUMEUNIT.

Prefix = .MILLI.
Name = .CUBIC_METRE.

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#13)

Dimensions = $
UnitType = .AREAUNIT.

Prefix = .MILLI.
Name = .SQUARE_METRE.

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#12)

Dimensions = $
UnitType = .LENGTHUNIT.

Prefix = .MILLI.
Name = .METRE.

IfcUnitAssignment (#6)

Units = (9)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#2)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = $

RefDirection = $

IfcGeometricRepresentationContext (#1)

ContextIdentifier = $
ContextType = "Model"

CoordinateSpaceDimension = 3
Precision = 1E-05

WorldCoordinateSystem = {IfcAxis2Placement3D}
TrueNorth = $

IfcOrganization (#11)

Id = $
Name = "○○○ Co., Ltd."

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcApplication (#8)

ApplicationDeveloper = <IfcOrganization>
Version = "2019"

ApplicationFullName = "○○○CAD"
ApplicationIdentifier = "CADr"

IfcOrganization (#10)

Id = $
Name = "○○○株式会社"

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcPerson (#9)

Id = $
FamilyName = "○○○"
GivenName = "○○○"

MiddleNames = $
PrefixTitles = $
SuffixTitles = $

Roles = $
Addresses = $

IfcPersonAndOrganization (#7)

ThePerson = <IfcPerson>
TheOrganization = <IfcOrganization>

Roles = $

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcProject (#4)

GlobalId = "3nIfjtKTr7ivdYA8p0DFwT"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "P1橋脚"
Description = "下部工"

ObjectType = $
LongName = "配筋図"

Phase = $
RepresentationContexts = (1)

UnitsInContext = <IfcUnitAssignment>

 

図 6 プロジェクトのオブジェクト図の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェク情報の

確認 
履歴情報の確認 

モデル表現形式の

確認 

アプリケーション

情報の確認 

作成者情報の確認 

単位情報式の確認 
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確認手順（参考） 

 

構造物モデルを作成し、

IFCファイルに書込む

IFC2x3のスキーマに従っているか確認する

正しい形状寸法で作成されているか確認

する
正しい形状で作成されているか確認する

MVDに従っているか確認する

適合とする 不適合とする

［問題なし］

［問題なし］

［問題なし］

［問題あり］

［問題あり］

［問題あり］

作成方法については確認の

対象外とする

敷地や鉄筋に対応している

場合は、それぞれのMVDも
確認の対象とする
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5-2  属性データ作成機能 
確認要件 

• 構造物モデルに付加する属性を作成し、IFC ファイルに書込む機能を確認する。 
対象機能の概要 

• 汎用 BIM ソフトウェアで任意の構造物モデルに付加する属性を作成、又は橋梁やトンネ

ル等の専用ソフトウェアで設計情報を入力し構造物モデルに付加する属性を自動的に生

成して IFC ファイルに書込む機能。 
確認項目 

• 属性データ作成機能によって書込まれた IFC ファイルについて、下記の点を確認する。 
• IFC2x3 のスキーマに従って作成されているか。 
• 正しい属性を付加して作成されているか。 
• MVD に従って作成されているか。 

留意事項 

• 構造物モデルに付加する属性を作成する過程については確認の対象としない。形状デー

タの作成と同時でも良い。書込まれた IFC ファイルが正しいか確認する。 
• IFC2x3 のスキーマに従って作成されているかの判定は、チェックツールを利用して確

認する。 
• 正しい属性を付加して作成されているかの判定は、CV2.0 認証を受けている BIM ソフ

トウェア等を利用して属性の表示を行って確認する。（図 7 参照） 
• MVD に従って作成されているかの判定は、IFC ファイルからオブジェクト図をツール

を利用して作成し確認する。（図 6 参照） 
• 敷地に対応している場合は、IfcSite に測地座標系の属性を含む IFC ファイルが作成され

ているか確認する。 
• 鉄筋に対応している場合は、IfcReinforcingBar の属性を含む IFC ファイルが作成され

ているか確認する。 

 

図 7 鉄筋属性の確認例 
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確認手順（参考） 

 

構造物モデルに属性を付加し、

IFCファイルに書込む

IFC2x3のスキーマに従っているか確認する

正しい形状寸法で作成されているか確認

する
正しい属性を付加しているか確認する

MVDに従っているか確認する

適合とする 不適合とする

［問題なし］

［問題なし］

［問題なし］

［問題あり］

［問題あり］

［問題あり］

属性を付加する方法について

は確認の対象外とする

敷地や鉄筋に対応している

場合は、それぞれのMVDも
確認の対象とする
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5-3  データ編集機能 
確認要件 

• IFC ファイルを読込んで、構造物モデルを変更して IFC ファイルに書込む機能を確認す

る 
対象機能の概要 

• 構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェアで読込み込んで、形状や属性の

追加・変更・削除して IFC ファイルに書込む機能。 
確認項目 

• データ編集機能によって書込まれた IFC ファイルについて、下記の点を確認する。 
• IFC2x3 のスキーマに従って作成されているか。 
• 正しく変更されているか。 
• MVD に従って作成されているか。 

留意事項 

• 構造物モデルの形状や属性の追加・変更・削除する編集機能の内容や、編集過程につい

ては確認の対象としない。編集後に書込まれた IFC ファイルが正しいか確認を行う。 
• IFC2x3 のスキーマに従って作成されているかの判定は、チェックツールを利用して確

認する。 
• 正しく構造物モデルが変更されているかの判定は、CV2.0 認証を受けている BIM ソフ

トウェア等を利用して寸法の計測や属性の表示を行って確認する。（図 3～図 5、図 7
参照） 

• MVD に従って作成されているかの判定は、IFC ファイルからオブジェクト図をツール

を利用して作成し確認する。（図 6 参照） 
• 敷地に対応している場合は、IfcSite に測地座標系の属性を含む IFC ファイルが作成され

ているか確認する。 
• 鉄筋に対応している場合は、IfcReinforcingBar の属性を含む IFC ファイルが作成され

ているか確認する。 
• 読込みは MVD に従った IFC ファイルとする。MVD の範囲外のデータが含まれている

場合は、編集後に保存する IFC ファイルに含む必要はない。 
• 変更していない箇所が変わっていないかは、チェックツールでオブジェクトの数を確認

したり、オブジェクト図で目視確認し変更箇所以外も確認する。 
 
 
 
 
 
 



19 
 

確認手順（参考） 

 

構造物モデルを変更し、

IFCファイルに書込む

IFC2x3のスキーマに従っているか確認する

正しい形状寸法で作成されているか確認

する
正しく変更されているか確認する

MVDに従っているか確認する

適合とする 不適合とする

［問題なし］

［問題なし］

［問題なし］

［問題あり］

［問題あり］

［問題あり］

IFCファイルを読込む

データを編集する方法につい

ては確認の対象外とする

敷地や鉄筋に対応している

場合は、それぞれのMVDも
確認の対象とする
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6  目視確認支援機能の確認 
目視確認支援機能の確認は、トンネル、橋梁上部工、橋梁下部工等の IFC ファイルの構

造物モデル読込むことによって、正しく表示できているか確認を行う。 
 
確認の対象となる機能は、3 次元表示機能、2 次元表示機能、管理情報表示機能とし（表 

5、図 8 参照）、それぞれについて確認項目、留意事項、確認手順について示す。なお、確

認手順については参考とし、各項目が確認できれば手順は変わっても構わないこととする。 
 

表 5 目視確認支援機能の概要 

No. 機能名 概要 

1 3 次元表示機能 
構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェア

で読込みし、3 次元形状や属性を画面に表示する。 

2 2 次元表示機能 

構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェア

で読込みし、平面図、立面図、側面図、断面図等の 2 次

元形状として画面に表示する。 

3 管理情報表示機能 

構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェア

で読込みし、プロジェクト情報、単位情報、位置情報等

の管理情報を画面に表示する。 

 

3次元表示

2次元表示

管理情報表示

画面

目
視
確
認
支
援
機
能

IFC ファイル

入力 機能 出力

 

図 8 目視確認支援機能の流れ 
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6-1  3 次元表示機能 
確認要件 

• IFC ファイルを読込んで、構造物モデルを 3 次元形状として画面に形状や属性を表示する

機能を確認する。 
対象機能の概要 

• 構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェアで読込みし、3 次元形状や属性

を画面に表示する。 
確認項目 

• 3 次元表示機能によって読込まれた IFC ファイルについて、下記の点を確認する。 
• 3 次元形状の表示ができるか。 
• 属性の表示ができるか。 

留意事項 

• 3 次元形状を、表示箇所の拡大、縮小、移動、回転等の機能を使って任意の箇所を表示

する機能があるか確認する。（図 9、図 10 参照） 
• 3 次元形状が正しく表示されているか確認するために、寸法を計測する機能を必要とし、

この機能を利用して正しい大きさで表示されていることを確認する。但し、2 次元表示

機能で寸法を計測できる場合は、3 次元形状から寸法を計測する必要はない。 
• 3 次元形状の内部（例：コンクリート構造物の中の鉄筋）を表示させるために、Ifc オブ

ジェクトの種類（IfcBuildingElementProxy、IfcReinforcingBar）や、建物要素代理

（IfcBuildingElementProxy）の名称等によって、表示の有無の切り替える機能がある

か確認する。（図 11、図 12 参照） 
• 空間構造定義（IfcSite、IfcBuilding、IfcBuildingStorey と IfcBuildingElementProxy、

IfcReinforcingBar の関係）を表示する機能があるか確認する。 
• 属性は、MVD で必須になっている Ifc オブジェクト（IfcProject、IfcSite、IfcBuilding、

IfcBuildingStorey、IfcBuildingElementProxy、IfcReinforcingBar）の属性や、これに

関連付けられたプロパティセットの項目（Name、Description、NominalValue、Unit
等）を表示する機能があるか確認する。 

• 鉄筋に対応している場合は、IfcReinforcingBar の属性を含む IFC ファイルを読込んで

確認する。 
• 読込みは MVD に従った IFC ファイルとする。MVD の範囲外のデータが含まれている

場合は表示する必要はないが、IFC2x3 として正しい場合は中断することなく最後まで

IFC ファイルを読込む必要がある。 
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図 9 トンネルの形状表示例 

 

 
図 10 トンネルの形状表示例 
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図 11 樋門の形状表示例 

 

図 12 樋門の鉄筋表示例 
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確認手順（参考） 

 

IFCファイルを読込む

3次元形状が表示されているか確認する

正しい形状寸法で作成されているか確認

する
正しい寸法で表示されているか確認する

属性の表示ができるか確認する

適合とする 不適合とする

［問題なし］

［問題なし］

［問題なし］

［問題あり］

［問題あり］

［問題あり］

拡大・縮小・回転、表示の有無
を切り替えて、欠落等がない

か確認する

3次元形状を選択して、属性

を表示する

2次元表示機能で寸法計測で

きる場合は確認不要
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6-2  2 次元表示機能 
確認要件 

• IFC ファイルを読込んで、構造物モデルを平面図、立面図、側面図、断面図等の 2 次元

形状として画面形状や属性を表示する機能を確認する。 
対象機能の概要 

• 構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェアで読込みし、平面図、立面図、

側面図、断面図等の 2 次元形状として画面に表示する。 
確認項目 

• 2 次元表示機能によって読込まれた IFC ファイルについて、下記の点を確認する。 
• 平面図、立面図、側面図、断面図等 2 次元形状の表示ができるか。 
• 属性の表示ができるか。 

留意事項 

• 2 次元形状を、平面図、立面図、側面図、断面図等として投影して表示する機能がある

か確認する。断面図は、意図した位置で投影し断面図として表示する必要がある。 
• 3 次元形状を正しく読込まれているか確認するためには、投影された 2 次元形状から寸

法を計測する機能を必要とし、この機能を利用して正しい大きさで表示されていること

を確認する。但し、3 次元表示機能で寸法を計測できる場合は、2 次元形状から寸法を

計測する必要はない。 
• 属性は、MVD で必須になっている Ifc オブジェクト（IfcProject、IfcSite、IfcBuilding、

IfcBuildingStorey、IfcBuildingElementProxy、IfcReinforcingBar）の属性や、これに

関連付けられたプロパティセットの情報（Name、Description、NominalValue、Unit
等）を表示する機能があるか確認する。但し、3 次元表示機能で表示できる場合は、2
次元形状を指定して属性を表示する必要はない。 

• 鉄筋に対応している場合は、IfcReinforcingBar の属性を含む IFC ファイルを読込んで

確認する。 
• 読込みは MVD に従った IFC ファイルとする。MVD の範囲外のデータが含まれている

場合は表示する必要はないが、IFC2x3 として正しい場合は中断することなく最後まで

IFC ファイルを読込む必要がある。 
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確認手順（参考） 

 

IFCファイルを読込む

2次元形状が表示されているか確認する

正しい形状寸法で作成されているか確認

する
正しい寸法で表示されているか確認する

属性の表示ができるか確認する

適合とする 不適合とする

［問題なし］

［問題なし］

［問題なし］

［問題あり］

［問題あり］

［問題あり］

IFCファイルを読込む

投影方法を指定する

拡大等を行い、欠落等がない

か確認する

3次元表示機能で属性表示

できる場合は確認不要

3次元表示機能で寸法計測で

きる場合は確認不要

平面図、立面図、側面図、断

面図等の投影方法を指定する
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6-3  管理情報表示機能 
確認要件 

• IFC ファイルを読込んで、管理情報を画面に表示する機能を確認する。 
対象機能の概要 

• 構造物モデルの IFC ファイルを汎用 BIM ソフトウェアで読込みし、ファイル情報、プ

ロジェクト情報、単位情報、位置情報等の管理情報を画面に表示する。 
必須対応項目 

• 管理情報表示機能によって読込まれた IFC ファイルについて、下記の点を確認する。 
• 管理情報の表示ができるか。 

留意事項 

• 管理情報とは、形状を持たない Ifc オブジェクト（IfcProject、IfcSite、IfcBuilding、
IfcBuildingStorey）の属性及び、これに関連付けられているプロパティセットの情報を

指す。 
• プロジェクトに関連付けられている情報としては、プロジェクト名の他に、作成者、ア

プリケーション、単位等が表示できるか確認する。 
• 長さの単位情報は、3 次元表示機能及び 2 次元表示機能で計測した寸法値の単位と整合

しているか確認する。 
• 敷地に対応している場合は、IfcSite に測地座標系の属性を含む IFC ファイルを読込んで

確認する。 
 

 

図 13 ファイル情報の表示例 
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図 14 測地座標系の表示例 
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確認手順（参考） 

 

IFCファイルを読込む

プロジェクト名等の管理情報が

表示できるか確認する

長さの単位情報が正しいか確認する

測地座標系の表示ができるか確認する

適合とする 不適合とする

［問題なし］

［問題なし］

［問題なし］

［問題あり］

［問題あり］

［問題あり］

IFCファイルを読込む

計測した寸法値の単位と

整合しているか確認する

敷地に対応していない

場合は確認不要
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1  作成資料（例） 
1-1  橋脚の 3 次元表示 
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1-2  橋脚一般図 
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1-3  橋脚配筋図 
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2  オブジェクト図（例） 
2-1  プロジェクト（IfcProject） 

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#19)

Dimensions = $
UnitType = .SOLIDANGLEUNIT.

Prefix = $
Name = .STERADIAN.

IfcSIUnit (#18)

Dimensions = $
UnitType = .PLANEANGLEUNIT.

Prefix = $
Name = .RADIAN.

IfcMeasureWithUnit (#17)

ValueComponent [IfcPlaneAngleMeasure] = 0.01745
UnitComponent = {IfcSIUnit}

IfcDimensionalExponents (#16)

LengthExponent = 0
MassExponent = 0
TimeExponent = 0

ElectricCurrentExponent = 0
ThermodynamicTemperatureExponent = 0

AmountOfSubstanceExponent = 0
LuminousIntensityExponent = 0

[IfcNamedUnit] = IfcConversionBasedUnit (#15)

Dimensions = <IfcDimensionalExponents>
UnitType = .PLANEANGLEUNIT.

Name = "DEGREE"
ConversionFactor = <IfcMeasureWithUnit>

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#14)

Dimensions = $
UnitType = .VOLUMEUNIT.

Prefix = .MILLI.
Name = .CUBIC_METRE.

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#13)

Dimensions = $
UnitType = .AREAUNIT.

Prefix = .MILLI.
Name = .SQUARE_METRE.

[IfcNamedUnit] = IfcSIUnit (#12)

Dimensions = $
UnitType = .LENGTHUNIT.

Prefix = .MILLI.
Name = .METRE.

IfcUnitAssignment (#6)

Units = (9)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#2)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = $

RefDirection = $

IfcGeometricRepresentationContext (#1)

ContextIdentifier = $
ContextType = "Model"

CoordinateSpaceDimension = 3
Precision = 1E-05

WorldCoordinateSystem = {IfcAxis2Placement3D}
TrueNorth = $

IfcOrganization (#11)

Id = $
Name = "○○○ Co., Ltd."

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcApplication (#8)

ApplicationDeveloper = <IfcOrganization>
Version = "2019"

ApplicationFullName = "○○○CAD"
ApplicationIdentifier = "CADr"

IfcOrganization (#10)

Id = $
Name = "○○○株式会社"

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcPerson (#9)

Id = $
FamilyName = "○○○"
GivenName = "○○○"

MiddleNames = $
PrefixTitles = $
SuffixTitles = $

Roles = $
Addresses = $

IfcPersonAndOrganization (#7)

ThePerson = <IfcPerson>
TheOrganization = <IfcOrganization>

Roles = $

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcProject (#4)

GlobalId = "3nIfjtKTr7ivdYA8p0DFwT"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "P1橋脚"
Description = "下部工"

ObjectType = $
LongName = "配筋図"

Phase = $
RepresentationContexts = (1)

UnitsInContext = <IfcUnitAssignment>
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2-2  空間構造定義（IfcRelAggregates） 

IfcBuilding (#30)

GlobalId = "2J8p_5tZrBHOCQS9mfYJTh"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "P1"
Description = "P1"

ObjectType = $
ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>

Representation = $
LongName = $

CompositionType = .ELEMENT.
ElevationOfRefHeight = $

ElevationOfTerrain = $
BuildingAddress = $

(139, 50, 0, 0)
(36, 0, 0, 0)

IfcSite (#24)

GlobalId = "2$QwuYjlHAPQUzWqJ3u6wv"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Site"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

RefLatitude = (4)
RefLongitude = (4)
RefElevation = $

LandTitleNumber = $
SiteAddress = $

IfcRelAggregates (#256684)

GlobalId = "2NJrM0RFzCwf7tgYCjQL1g"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "SiteContainer"
Description = "SiteContainer for Buildings"

RelatingObject = <IfcSite>
RelatedObjects = (1)

IfcBuildingStorey (#33)

GlobalId = "0F9MH9wbL84wTNc3Ur0LqX"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Storey1"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

Elevation = 0

IfcBuilding (#30)

GlobalId = "2J8p_5tZrBHOCQS9mfYJTh"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "P1"
Description = "P1"

ObjectType = $
ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>

Representation = $
LongName = $

CompositionType = .ELEMENT.
ElevationOfRefHeight = $

ElevationOfTerrain = $
BuildingAddress = $

IfcRelAggregates (#36)

GlobalId = "3AZ833xRX78A774nrTLWvA"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "BuildingContainer"
Description = "BuildingContainer For BuidingStoreys"

RelatingObject = <IfcBuilding>
RelatedObjects = (1)

(139, 50, 0, 0)
(36, 0, 0, 0)

IfcSite (#24)

GlobalId = "2$QwuYjlHAPQUzWqJ3u6wv"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Site"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

RefLatitude = (4)
RefLongitude = (4)
RefElevation = $

LandTitleNumber = $
SiteAddress = $

IfcProject (#4)

GlobalId = "3nIfjtKTr7ivdYA8p0DFwT"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "P1橋脚"
Description = "20190314_V-nasClair_下部工"

ObjectType = $
LongName = "配筋図"

Phase = $
RepresentationContexts = (1)

UnitsInContext = <IfcUnitAssignment>

IfcRelAggregates (#29)

GlobalId = "0tWYJQ27fEzuH0YKXRCtnS"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "ProjectContainer"
Description = "ProjectContainer for Sites"

RelatingObject = <IfcProject>
RelatedObjects = (1)
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2-3  空間関係定義（IfcRelContainedInSpatialStructure） 

IfcBuildingStorey (#33)

GlobalId = "0F9MH9wbL84wTNc3Ur0LqX"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Storey1"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

Elevation = 0

IfcBuildingElementProxy (#76)

GlobalId = "1gYZOk24H2agIXHhHP0v5w"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "柱"
Description = "柱"

ObjectType = $
ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>

Representation = <IfcProductDefinitionShape>
Tag = $

CompositionType = .ELEMENT.

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcRelContainedInSpatialStructure (#423)

GlobalId = "1LQqKYIILEXusphkjUV6MZ"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Default Building"
Description = "Contents of Building Storey"

RelatedElements = (1)
RelatingStructure = <IfcBuildingStorey>

IfcBuildingStorey (#33)

GlobalId = "0F9MH9wbL84wTNc3Ur0LqX"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Storey1"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

Elevation = 0

IfcBuildingElementProxy (#37)

GlobalId = "3gUFS9aPf8A83D6lvH$PTJ"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "フーチング"
Description = "フーチング"

ObjectType = $
ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>

Representation = <IfcProductDefinitionShape>
Tag = $

CompositionType = .ELEMENT.

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcRelContainedInSpatialStructure (#75)

GlobalId = "0bEsqmwWf0MBYF4WfzpOoz"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Default Building"
Description = "Contents of Building Storey"

RelatedElements = (1)
RelatingStructure = <IfcBuildingStorey>
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2-4  敷地（IfcSite） 

(139, 50, 0, 0)
(36, 0, 0, 0)

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#26)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

IfcLocalPlacement (#25)

PlacementRelTo = $
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcOrganization (#11)

Id = $
Name = "○○○ Co., Ltd."

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcApplication (#8)

ApplicationDeveloper = <IfcOrganization>
Version = "2019"

ApplicationFullName = "○○○CAD"
ApplicationIdentifier = "CAD"

IfcOrganization (#10)

Id = $
Name = "○○○株式会社"

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcPerson (#9)

Id = $
FamilyName = "○○○"
GivenName = "○○○"

MiddleNames = $
PrefixTitles = $
SuffixTitles = $

Roles = $
Addresses = $

IfcPersonAndOrganization (#7)

ThePerson = <IfcPerson>
TheOrganization = <IfcOrganization>

Roles = $

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcSite (#24)

GlobalId = "2$QwuYjlHAPQUzWqJ3u6wv"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Site"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

RefLatitude = (4)
RefLongitude = (4)
RefElevation = $

LandTitleNumber = $
SiteAddress = $
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2-5  建物（IfcBuilding） 

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#32)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#26)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

IfcLocalPlacement (#25)

PlacementRelTo = $
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcLocalPlacement (#31)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcOrganization (#11)

Id = $
Name = "○○○ Co., Ltd."

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcApplication (#8)

ApplicationDeveloper = <IfcOrganization>
Version = "2019"

ApplicationFullName = "○○○CAD"
ApplicationIdentifier = "CAD"

IfcOrganization (#10)

Id = $
Name = "○○○株式会社"

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcPerson (#9)

Id = $
FamilyName = "○○○"
GivenName = "○○○"

MiddleNames = $
PrefixTitles = $
SuffixTitles = $

Roles = $
Addresses = $

IfcPersonAndOrganization (#7)

ThePerson = <IfcPerson>
TheOrganization = <IfcOrganization>

Roles = $

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcBuilding (#30)

GlobalId = "2J8p_5tZrBHOCQS9mfYJTh"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "P1"
Description = "P1"

ObjectType = $
ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>

Representation = $
LongName = $

CompositionType = .ELEMENT.
ElevationOfRefHeight = $

ElevationOfTerrain = $
BuildingAddress = $
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2-6  建物階（IfcBuildingStorey） 

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#35)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#32)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#26)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

IfcLocalPlacement (#25)

PlacementRelTo = $
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcLocalPlacement (#31)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcLocalPlacement (#34)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcOrganization (#11)

Id = $
Name = "○○○ Co., Ltd."

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcApplication (#8)

ApplicationDeveloper = <IfcOrganization>
Version = "2019"

ApplicationFullName = "○○○CAD"
ApplicationIdentifier = "CAD"

IfcOrganization (#10)

Id = $
Name = "○○○株式会社"

Description = $
Roles = $

Addresses = $

IfcPerson (#9)

Id = $
FamilyName = "○○○"
GivenName = "○○○"

MiddleNames = $
PrefixTitles = $
SuffixTitles = $

Roles = $
Addresses = $

IfcPersonAndOrganization (#7)

ThePerson = <IfcPerson>
TheOrganization = <IfcOrganization>

Roles = $

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcBuildingStorey (#33)

GlobalId = "0F9MH9wbL84wTNc3Ur0LqX"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "Storey1"
Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = $

LongName = $
CompositionType = .ELEMENT.

Elevation = 0

  



39 
 

2-7  建物要素代理（IfcBuildingElementProxy） 

(-4250, 4150, 2200)

IfcCartesianPoint (#55)

Coordinates = (3)

(4250, 4150, 2200)

IfcCartesianPoint (#54)

Coordinates = (3)

(4250, -4150, 2200)

IfcCartesianPoint (#53)

Coordinates = (3)

(-4250, -4150, 2200)

IfcCartesianPoint (#52)

Coordinates = (3)

IfcPolyLoop (#51)

Polygon = (4)

IfcFaceOuterBound (#50)

Bound = <IfcPolyLoop>
Orientation = .TRUE.

IfcFace (#49)

Bounds = (1)

IfcClosedShell (#43)

CfsFaces = (6)

IfcFacetedBrep (#42)

Outer = <IfcClosedShell>

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#2)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = $

RefDirection = $

IfcGeometricRepresentationContext (#1)

ContextIdentifier = $
ContextType = "Model"

CoordinateSpaceDimension = 3
Precision = 1E-05

WorldCoordinateSystem = {IfcAxis2Placement3D}
TrueNorth = $

IfcShapeRepresentation (#41)

ContextOfItems = 
<IfcGeometricRepresentationContext>

RepresentationIdentifier = "Body"
RepresentationType = "Brep"

Items = (1)

IfcProductDefinitionShape (#38)

Name = $
Description = $

Representations = (1)

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#40)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

IfcLocalPlacement (#34)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcLocalPlacement (#39)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcBuildingElementProxy (#37)

GlobalId = "3gUFS9aPf8A83D6lvH$PTJ"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>

Name = "フーチング"
Description = "フーチング"

ObjectType = $
ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>

Representation = <IfcProductDefinitionShape>
Tag = $

CompositionType = .ELEMENT.
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2-8  鉄筋（IfcReinforcingBar） 

([IfcParameterValue] = 225)
([IfcParameterValue] = 135)

(0, -0.707106781186547, -0.707106781186547)

IfcDirection (#577)

DirectionRatios = (3)

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 914, 12072)

IfcCartesianPoint (#576)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#575)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

IfcCircle (#574)

Position = {IfcAxis2Placement3D}
Radius = 55IfcTrimmedCurve (#573)

BasisCurve = <IfcCircle>
Trim1 = (1)
Trim2 = (1)

SenseAgreement = .TRUE.
MasterRepresentation = .PARAMETER.

IfcCompositeCurveSegment (#572)

Transition = .CONTINUOUS.
SameSense = .TRUE.

ParentCurve = <IfcTrimmedCurve>

(0, 969, 12072)

IfcCartesianPoint (#571)

Coordinates = (3)

(0, 969, 11357)

IfcCartesianPoint (#570)

Coordinates = (3)

IfcPolyline (#569)

Points = (2)

IfcCompositeCurveSegment (#568)

Transition = .CONTINUOUS.
SameSense = .TRUE.

ParentCurve = <IfcPolyline>

IfcCompositeCurve (#562)

Segments = (5)
SelfIntersect = .FALSE.

IfcSweptDiskSolid (#561)

Directrix = <IfcCompositeCurve>
Radius = 11

InnerRadius = $
StartParam = 0

EndParam = 100

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#2)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = $

RefDirection = $

IfcGeometricRepresentationContext (#1)

ContextIdentifier = $
ContextType = "Model"

CoordinateSpaceDimension = 3
Precision = 1E-05

WorldCoordinateSystem = {IfcAxis2Placement3D}
TrueNorth = $

IfcShapeRepresentation (#560)

ContextOfItems = 
<IfcGeometricRepresentationContext>

RepresentationIdentifier = "Body"
RepresentationType = "AdvancedSweptSolid"

Items = (1)

IfcProductDefinitionShape (#550)

Name = $
Description = $

Representations = (1)

(1, 0, 0)

IfcDirection (#28)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 1)

IfcDirection (#27)

DirectionRatios = (3)

(0, 0, 0)

IfcCartesianPoint (#3)

Coordinates = (3)

IfcAxis2Placement3D (#552)

Location = <IfcCartesianPoint>
Axis = <IfcDirection>

RefDirection = <IfcDirection>

IfcLocalPlacement (#34)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcLocalPlacement (#551)

PlacementRelTo = <IfcLocalPlacement>
RelativePlacement = {IfcAxis2Placement3D}

IfcOwnerHistory (#5)

OwningUser = <IfcPersonAndOrganization>
OwningApplication = <IfcApplication>

State = $
ChangeAction = .ADDED.

LastModifiedDate = $
LastModifyingUser = $

LastModifyingApplication = $
CreationDate = 1552540011

IfcReinforcingBar (#549)

GlobalId = "1W0SQLIJPAnvNtmuBMCIJB"
OwnerHistory = <IfcOwnerHistory>
Name = "外周スターラップ[B14]"

Description = $
ObjectType = $

ObjectPlacement = <IfcLocalPlacement>
Representation = <IfcProductDefinitionShape>

Tag = $
SteelGrade = $

NominalDiameter = 22.2
CrossSectionArea = 387.1

BarLength = $
BarRole = .NOTDEFINED.
BarSurface = .TEXTURED.
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